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令和２年３月３１日  

令和４年 11月 10日改訂  

令和６年２月２日訂正 

気象庁大気海洋部 

 

配信資料に関する仕様 No.13081 

～推計気象分布（気温）～ 

 

１．概要 

気象庁では、アメダスの観測データ、メッシュ平年値、局地数値予報モデル

（LFM）等を基に、1km 格子で地上の気温の面的な分布を推計した「推計気象分

布（気温）」（以下「気温分布」）を提供しています。 

気温分布は、全国約 920 地点のアメダス気温観測値の他、観測点のないメッシ

ュではメッシュ平年値の情報を利用することにより、地形や人工被覆率が気温に

与える影響を考慮しています。また、LFM 予測値を利用することにより、アメダ

ス観測値では捉えられない局所的な気象の状況も反映しています。 

気温分布をご利用いただくことにより、アメダス等の観測が行われていない任

意の地点を含めて、きめ細かな気温の分布を把握できるようになります。 

  

図 1 気温分布の表示例（2018 年 8 月 5 日 14 時、埼玉県付近） 

 

２．提供時刻 

1 時間に 1 回、毎正時（00 分）を対象としたデータを、その 20 分後を目処に

配信します。 
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３．データフォーマット 

「国際気象通報式 FM92 GRIB 二進形式格子点資料気象通報式（第 2 版）」（以

下、「GRIB2」という。）によりデータを配信します。GRIB2 の詳細については、

国際気象通報式・別冊をご参照ください。 

なお、気温分布のフォーマットの詳細については、別紙１をご参照ください。 

 

４．ファイル名及びファイルサイズ 

 以下のファイル名で提供します。ファイルサイズは、約 300KB です。 

 

（説明） 

①：Z と C の間のアンダースコアは 2 文字、その他のアンダースコアは 1 文字  

②③：yyyyMMddhhmmss、yyyyMMddhhmm は対象時刻の年月日時分(秒)

（UTC（協定世界時）） 

 

５．サンプルファイル 

（一財）気象業務支援センターを通じて提供します。必要な方は同センターま

でお問い合わせください。 

 

６．ご使用にあたっての注意 

・気温分布は、1km 格子単位で気温を推計したものであり、格子内の代表的な

値です。このため、特定の観測地点における観測データとは必ずしも一致しない

場合があります。 

・データファイルに格納されている値は 0.5℃間隔の気温幅の下限値であること

に注意してください。例えばあるメッシュに 7.5℃という値が入っていた場合、推

計値は 7.5℃以上 8.0℃未満であることを意味します。 

 

７．障害時やメンテナンス時の対応 

システム障害等により、当該気象情報の作成が不可能となった場合、データの

再送は行いません。あらかじめご承知おきください。  
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８．精度 

2020 年 1 年間における実験でアメダス観測値との比較（図 2）では、二乗平均

平方根誤差（RMSE）は 0.994℃、偏差の偏り（BIAS）は 0.004℃となっていま

す。総じて誤差は冬季に大きく夏季に小さくなる傾向があります。 

 

 

図 2 2020 年 1 年間の実験による気温分布の精度、アメダスの全観測地点にお

ける月別の RMSE と BIAS、当該地点の観測値を用いずに周囲の観測値から推計

した値を観測値と比較しています。 

 

９．その他 

・気温分布においては、一部の入力データが得られない場合でも、アメダス観

測値、MSM ガイダンス、LFM 予測値のいずれかが存在すれば、推計値を作成し

ます。このため、推計値が資料なしとなることは滅多に起こりません。一部のデ

ータのみで気温分布を作成する場合、精度は若干低下しますが、RMSE の増加は

最大でも 1.5 倍程度と見込んでいます。  

・以下の情報も参考にしてください。 

 気象庁ホームページ、推計気象分布の解説：   

 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/suikei_kishou/kaisetsu.html 

【改訂履歴】 

〇令和４年 11月 10日 

  メッシュ平年値 2020 の利用開始に伴い、精度評価を更新し、別紙「気温分布の

データフォーマット」の文言を修正。 

 【訂正履歴】 

〇令和６年２月２日 

「配信資料に関するお知らせ～推計気象分布の最後の格子点の緯度の誤りについ

て～」のとおり別紙の GRIB2 の構成表を訂正 
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別紙１ 

気温分布のデータフォーマット 

 

気温分布のデータフォーマットは「国際気象通報式 FM92GRIB 二進形式格子点

資料気象通報式（第 2 版）」に準拠しています。GRIB2 の詳細については、国際

気象通報式・別冊に詳しく記述されていますので、当該資料を参照してください。 

 

１．気温分布の作成対象格子と座標系 

気温分布は、世界測地系による標準地域メッシュの 3 次メッシュ（第 3 次地

域区画）に対応しています。標準地域メッシュは、表 1 で示すとおり分類されま

す。気温分布の作成対象格子は、日本の陸域です。 

 

表１ 標準地域メッシュの分類 

区画の種類 緯度の間隔 経度の間隔 一辺の長さ 地図との関係 

1次メッシュ 40分 1度 約 80km 20万分の 1地図に相当 

2次メッシュ 5分 7分 30秒 約 10km 2万 5千分の 1地図に相当 

3次メッシュ 30秒 45秒 約 1km  

 
図１ 1 次メッシュ（青線）、2 次メッシュ（青線に加え緑線）、

及び 3次メッシュ（青線・緑線に加え灰色線）の格子配置 
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２．気温分布の作成対象要素 

気温分布は、表２に示す気温の情報を提供します。表３に示す 0.5℃毎の数値

の範囲に対応するレベル値・代表値を格納します。 

表２ 気温分布の諸元 

単位 更新頻度 提供時刻 空間分解能 
0.5℃ 1回／1日 毎時 20分頃 1kmｘ1km 

 

表３ 気温のレベル値・代表値（※１）との対応 

気温 レベル値 代表値(℃) 

()内は GRIB2に格納している値(※2) 
資料無し 0 - 

-49.5℃未満 1 -50.0 (2230) 
-49.5℃以上-49.0℃未満 2 -49.5 (2235) 

・・・ ・・・ ・・・ 
49.5℃以上 50.0℃未満 200 49.5 (3225) 

50.0℃以上 201 50.0 (3230) 

（※１）代表値はきりの良い値とするため気温幅の最低値を格納しています。 

（※２）代表値に 273 を加え 10 倍することで、正の整数とした値。 

 

３．気温分布のデータ形式 

気温分布（格子点データ形式）のフォーマット及びテンプレートについて、詳

細を次ページに示します。 
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●各フォーマット中のバイナリデータは、すべてビッグエンディアン形式です。 
●データは、その緯度･経度におけるピンポイントの値ではなく、その緯度・経度を中心とする格子内の代表値です。 
●第１節（識別節）の「作成ステータス」を用いて試験を行う場合があります。データ処理の際は必ず当該内容を参照願います。 
●データのランレングス圧縮に用いるレベル最大値はそのファイル中の最大値であり、ファイル毎に値が異なる点にご注意下さい。 
●レベルの最大値は、必ず第５節（資料表現節）に格納されたものを利用してください。 
●格子点数や緯度・経度情報なども周知後に変更する可能性があります。それぞれファイルに格納された値を使用して下さい。 


